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『
今
鏡
』
と
『
大
鏡
』
の
皇
妃
描
写

―
「
帝
王
の
寵
妃
」
と
い
う
人
物
描
写
に
つ
い
て
―

小

笠

原

愛

子

『
今
鏡
』
の
帝
紀
で
は
、
皇
位
継
承
に
影
響
を
及
ぼ
す
重
要
な
后
妃
達
が
、
夫
帝
（
院
）
の
寵
妃
で
あ
っ
た
と
語
ら
れ
て
い
る
。『
今
鏡
』
は
、
彼
女

ら
の
重
要
な
地
位
を
、
夫
帝
の
寵
愛
を
語
る
こ
と
で
説
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
は
『
今
鏡
』
が
踏
襲
し
た
『
大
鏡
』
に
は
見
ら
れ
な

い
人
物
描
写
で
あ
り
、『
今
鏡
』
が
語
る
院
政
期
の
皇
嗣
決
定
の
在
り
方
の
反
映
で
あ
る
。

一
、
は
じ
め
に

一
―
（
一
）
、『
今
鏡
』
と
『
大
鏡
』

本
論
は
、
院
政
期
を
主
な
叙
述
対
象
と
す
る
歴
史
物
語
で
あ
る
『
今
鏡
』
に
つ
い

て
、
そ
の
后
妃
描
写
の
特
徴
と
意
図
を
、
『
大
鏡
』
と
比
較
す
る
こ
と
で
よ
り
明
確

に
示
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
『
大
鏡
』
は
「
入
道
殿
下
（
＝
藤
原
道
長
：
引
用

者
註
）
の
御
栄
え
」
（
二
一
）（
１
）

つ
ま
り
藤
原
道
長
の
栄
華
を
語
る
歴
史
物
語
で
あ

り
、『
今
鏡
』
は
そ
の
『
大
鏡
』
の
「
後
の
こ
と
」（
上
一
六
）（
２
）

を
語
る
続
編
で
あ

る
。『
今
鏡
』
は
、『
大
鏡
』
の
続
編
で
あ
る
こ
と
を
そ
の
序
に
明
言
し
て
お
り
、
形

式
等
枠
組
み
の
点
で
は
『
大
鏡
』
を
踏
襲
す
る
意
識
が
非
常
に
強
い
一
方
、
人
物
描

写
や
取
り
上
げ
る
話
題
等
の
叙
述
内
容
に
は
、
『
大
鏡
』
と
は
大
き
く
印
象
を
異
に

す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
后
妃
描
写
も
そ
の
一
つ
で
、
『
今
鏡
』

の
后
妃
記
事
は
、
そ
の
配
置
に
お
い
て
も
、
叙
述
内
容
に
お
い
て
も
、
『
大
鏡
』
と

は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
そ
の
相
違
は
、
『
大
鏡
』
が
語
る
摂
関
期
と
『
今
鏡
』

が
語
る
院
政
期
の
違
い
の
反
映
で
あ
り
、ま
た
両
書
の
歴
史
認
識
の
反
映
で
も
あ
る
。

一
―
（
二
）、
摂
関
期
と
院
政
期

現
在
、
一
般
に
使
わ
れ
て
い
る
「
摂
関
期
」
と
「
院
政
期
」
と
い
う
時
代
区
分
に

つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
「
摂
関
政
治
」
「
院
政
」
と
呼

ば
れ
る
政
治
の
形
態
が
見
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
呼
称
で
あ
る
。
た
だ
し
、
「
摂
関
政

治
」
「
院
政
」
は
と
も
に
当
時
の
諸
々
の
事
象
・
経
過
に
よ
っ
て
生
起
・
定
着
し
た

政
治
形
態
で
あ
っ
て
、
正
式
の
制
度
と
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ゆ

え
明
確
に
そ
の
始
点
と
終
点
を
定
め
が
た
い
。

本
稿
で
『
大
鏡
』
と
『
今
鏡
』
に
つ
い
て
考
察
す
る
上
で
特
に
重
要
な
の
は
、
摂

関
期
の
終
点
及
び
院
政
期
の
始
点
で
あ
る
。
現
在
一
般
的
に
は
、
摂
関
家
を
外
戚
と

し
な
い
後
三
条
天
皇
即
位
に
よ
っ
て
摂
関
期
が
終
焉
を
迎
え
た
と
み
な
さ
れ
て
い
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る
。
『
今
鏡
』
に
お
い
て
も
後
三
条
帝
代
は
画
期
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
ど
の

よ
う
な
意
識
に
よ
る
時
代
区
分
で
あ
る
の
か
を
明
確
に
す
る
た
め
、
天
皇
の
血
筋
だ

け
で
な
く
「
摂
関
政
治
」
「
院
政
」
と
い
う
政
治
の
在
り
方
か
ら
論
じ
た
先
学
の
論

を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

「
摂
関
政
治
」
と
は
、
藤
原
氏
出
身
の
摂
政
ま
た
は
関
白
の
主
導
に
よ
る
政
治
で

あ
り
（
３
）

、
「
院
政
」
と
は
院
の
主
導
に
よ
る
政
治
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
政
治
」

が
主
に
何
を
意
味
す
る
か
に
つ
い
て
、
河
内
祥
輔
氏
は
、
次
代
の
天
皇
を
決
定
す
る

こ
と
こ
そ
が
当
時
の
「
政
治
」
で
あ
っ
た
と
述
べ
ら
れ
、
宇
多
院
も
院
政
を
布
い
た

と
見
な
し
得
る
と
論
じ
ら
れ
た
（
４
）

。
ま
た
伴
瀬
明
美
氏
は
、
皇
嗣
及
び
皇
嗣
を
産

む
女
性
の
選
択
権
・
決
定
権
が
、
摂
関
に
掌
握
さ
れ
て
い
た
の
が
摂
関
期
で
あ
り
、

院
に
掌
握
さ
れ
て
い
た
の
が
院
政
期
で
あ
る
と
論
じ
ら
れ
た
（
５
）

。

一
―
（
三
）
、『
今
鏡
』
の
時
代
区
分

『
今
鏡
』
の
帝
紀
「
す
べ
ら
ぎ
」
は
、
上
中
下
の
三
巻
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
こ

の
巻
分
け
は
『
今
鏡
』
の
時
代
区
分
を
反
映
し
て
い
る
（
６
）

。
『
今
鏡
』
帝
紀
は
、
後

三
条
帝
紀
の
う
ち
、
即
位
以
前
を
語
る
「
司
召
」
章
を
「
す
べ
ら
ぎ
」
上
巻
巻
末
に
、

後
三
条
天
皇
即
位
以
降
を
語
る
「
手
向
」
章
を
中
巻
巻
頭
に
置
い
て
い
る
。
し
か
も

中
巻
巻
頭
に
置
か
れ
た
「
手
向
」
章
の
冒
頭
は
、「
こ
の
帝
世
を
し
ら
せ
給
ひ
て
後
、

世
の
中
み
な
治
ま
り
て
、
今
に
至
る
ま
で
そ
の
な
ご
り
に
な
む
侍
り
け
る
」
（
上
一

二
四
）
と
い
う
も
の
で
、
後
三
条
天
皇
即
位
が
時
代
の
画
期
で
あ
り
、
「
今
に
い
た

る
ま
で
」
続
く
時
代
の
始
ま
り
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
配
置
と
叙
述

内
容
の
双
方
か
ら
明
白
で
あ
る
。
ま
た
、
次
代
白
河
天
皇
の
帝
紀
に
は
「
先
（
＝
先

代
後
三
条
帝
代
：
引
用
者
注
）
の
御
な
ご
り
に
て
、
一
の
人
（
＝
摂
関
：
引
用
者
注
）

の
わ
が
ま
ま
に
行
な
ひ
給
ふ
も
お
は
せ
ね
ば
」
（
上
一
四
七
）
と
あ
り
、
後
三
条
帝

即
位
に
よ
っ
て
摂
関
政
治
の
時
代
が
終
わ
っ
た
と
い
う
歴
史
観
が
明
言
さ
れ
て
い

る
。上

巻
巻
末
に
置
か
れ
た
後
三
条
帝
紀
「
司
召
」
章
の
最
初
の
話
題
は
、
尊
仁
親
王

（
後
の
後
三
条
天
皇
）
立
坊
の
経
緯
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
死
の
床
に
あ
る
父
帝
後

朱
雀
天
皇
が
、
功
臣
能
信
の
機
転
に
よ
っ
て
頼
通
の
抑
圧
に
抗
し
二
宮
尊
仁
親
王
を

東
宮
に
立
て
る
様
が
、
緊
迫
し
た
会
話
文
を
直
接
引
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
活
写
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
場
面
描
写
は
こ
れ
以
前
の
章
に
は
見
ら
れ
ず
、
加
納
重
文

氏
は
、「
（
『
今
鏡
』
に
お
け
る
）
逸
話
と
し
て
は
実
質
的
に
最
初
に
登
場
す
る
も
の
」

「
今
鏡
作
者
に
と
っ
て
、
実
質
的
に
最
初
の
物
語
」
で
あ
る
と
述
べ
て
、
こ
の
皇
嗣

決
定
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
重
要
性
を
指
摘
さ
れ
た
（
７
）

。
上
記
に
加
え
、
こ
の
逸
話
は
、

そ
の
出
色
の
描
写
の
み
な
ら
ず
配
置
に
お
い
て
も
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
『
今

鏡
』
の
帝
紀
は
、
父
帝
の
名
→
母
后
の
名
→
生
誕
→
親
王
宣
下
→
立
太
子
→
即
位
と

い
う
順
で
経
歴
を
列
挙
し
た
後
に
、
具
体
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
置
く
と
い
う
一
定
の

形
式
を
順
守
す
る
意
識
が
極
め
て
強
い
の
だ
が
、
こ
の
立
坊
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
例
外

的
に
後
三
条
天
皇
の
経
歴
を
語
り
終
わ
る
よ
り
前
に
、
経
歴
の
途
中
に
挿
入
さ
れ
る

形
で
置
か
れ
て
い
る
。
『
今
鏡
』
は
、
後
三
条
天
皇
を
摂
関
期
と
院
政
期
を
画
す
る

天
皇
と
し
て
位
置
付
け
る
上
で
、
摂
関
の
意
に
反
し
て
天
皇
と
な
っ
た
と
い
う
経
歴

に
極
め
て
大
き
な
意
味
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

二
、『
今
鏡
』
の
母
后

二
―
（
一
）、
美
福
門
院
の
重
要
性
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『
今
鏡
』
が
皇
嗣
決
定
の
在
り
方
を
重
要
視
し
て
い
る
こ
と
は
、
本
書
の
各
所
に

見
出
せ
る
。
『
今
鏡
』
は
『
大
鏡
』
に
比
し
て
、
皇
妃
、
と
り
わ
け
母
后
に
関
す
る

記
事
が
多
く
、
特
に
帝
紀
の
末
尾
に
は
必
ず
母
后
の
伝
を
付
し
て
い
る
。
『
今
鏡
』

は
皇
妃
を
重
要
視
し
て
い
る
と
い
え
る
の
だ
が
、
そ
れ
が
帝
紀
に
語
ら
れ
て
い
る
か

ら
に
は
、
帝
位
に
関
わ
る
重
要
性
を
認
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

本
節
で
取
り
上
げ
る
近
衛
天
皇
の
母
后
美
福
門
院
得
子
は
『
今
鏡
』
中
で
最
も
記

述
量
の
多
い
人
物
で
、
彼
女
の
重
要
性
は
そ
の
点
の
み
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
得

子
所
生
近
衛
天
皇
の
帝
紀
は
、
そ
の
二
章
全
体
を
通
し
て
母
后
得
子
の
事
蹟
を
語
る

こ
と
に
終
始
し
て
お
り
、
近
衛
帝
紀
と
い
う
よ
り
も
得
子
伝
の
如
き
様
相
を
呈
し
て

い
る
。
一
見
奇
妙
な
こ
の
現
象
は
、
『
今
鏡
』
が
、
近
衛
天
皇
と
い
う
天
皇
の
存
在

を
説
明
す
る
た
め
に
は
母
院
得
子
を
語
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
こ
と
の
表
れ
で
あ

る
。二

―
（
二
）、
美
福
門
院
に
関
す
る
叙
述

近
衛
帝
紀
は
「
男
山
」
「
虫
の
音
」
の
二
章
で
、
こ
の
二
章
は
『
今
鏡
』
の
帝
紀

と
し
て
も
比
較
的
長
文
で
あ
る
。
帝
紀
下
巻
巻
頭
に
置
か
れ
た
「
男
山
」
章
は
、
母

院
得
子
が
父
院
鳥
羽
に
入
侍
し
た
こ
と
か
ら
語
り
は
じ
め
ら
れ
て
お
り
、
帝
紀
冒
頭

に
天
皇
の
父
母
の
名
と
経
歴
を
列
挙
し
て
か
ら
具
体
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
る
と
い

う
形
式
を
持
つ
『
今
鏡
』
の
中
で
は
、
特
異
な
形
の
帝
紀
で
あ
る
と
い
え
る
。

〈
「
男
山
」
冒
頭
〉

鳥
羽
の
帝
、
位
の
御
時
よ
り
参
り
給
へ
り
し
后
（
＝
待
賢
門
院
璋
子
）
は
、
み

こ
た
ち
あ
ま
た
生
み
奉
り
て
、
（
鳥
羽
帝
が
）
位
下
り
さ
せ
給
ひ
し
か
ば
、
女

院
と
申
し
て
お
は
し
ま
し
き
。
法
皇
（
＝
白
河
上
皇
）
の
養
ひ
奉
り
て
か
し
づ

き
給
ひ
し
に
、
法
皇
お
は
し
ま
さ
で
後
、
宇
治
の
后
（
＝
高
陽
院
泰
子
）
参
り

給
ひ
て
、
御
方
々
い
ど
ま
し
げ
な
れ
ど
も
、
院
（
＝
鳥
羽
院
）
は
い
づ
か
た
に

も
う
と
き
や
う
に
て
の
み
お
は
し
ま
し
し
に
、
忍
び
て
参
り
給
へ
る
御
方
（
＝

得
子
）
お
は
し
て
、
い
づ
こ
に
も
離
れ
給
は
ず
。
や
や
朝
政
事
も
な
か
る
べ
し
。

い
と
や
む
ご
と
な
き
際
に
は
あ
ら
ね
ど
、中
納
言
に
て
御
親
は
お
は
し
け
る
に
、

母
北
の
方
は
、
源
氏
の
堀
河
の
大
臣
の
御
女
に
お
は
し
け
る
上
に
、
類
ひ
な
く

か
し
づ
き
き
こ
え
て
、
た
だ
人
に
は
え
許
さ
じ
と
も
て
あ
つ
か
ひ
て
な
む
。

（
上
二
七
〇
）

傍
線
部
は
『
源
氏
物
語
』
の
引
用
で
、
得
子
は
桐
壺
更
衣
に
重
ね
ら
れ
、
鳥
羽
院

が
他
の
上
位
の
后
達
を
さ
し
お
い
て
専
ら
得
子
を
寵
愛
し
た
こ
と
が
印
象
づ
け
ら
れ

て
い
る
。
得
子
が
甚
だ
し
く
寵
愛
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
る
た
め
に
『
源
氏
物
語
』
を

引
用
し
て
桐
壺
更
衣
に
重
ね
合
わ
せ
る
と
い
う
描
写
は
、
こ
の
後
も
繰
り
返
さ
れ
て

い
る
。

章
名
の
「
男
山
」
は
、
鳥
羽
院
が
得
子
の
皇
子
出
産
を
祈
ら
せ
た
際
の
願
文
の
文

句
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
鳥
羽
院
は
得
子
寵
愛
故
に
、
得
子
の
皇
子
出
産
と
そ
の
皇
子

の
即
位
を
望
ん
だ
と
語
ら
れ
て
い
る
。
非
公
式
に
入
侍
し
た
女
房
に
過
ぎ
な
か
っ
た

得
子
が
、
女
御
か
ら
皇
后
へ
、
そ
し
て
最
終
的
に
は
母
后
女
院
に
ま
で
上
っ
た
の
は
、

全
て
彼
女
を
寵
愛
し
た
鳥
羽
院
の
意
思
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

近
衛
帝
紀
の
後
半
で
あ
る
「
虫
の
音
」
章
は
そ
の
冒
頭
で
近
衛
天
皇
の
崩
御
を
語

っ
た
後
も
、
得
子
の
事
蹟
を
語
り
続
け
る
。
こ
こ
で
も
、
鳥
羽
院
が
「
女
院
（
＝
得

子
）
の
御
こ
と
の
い
た
は
し
さ
」
（
上
二
八
八
）
つ
ま
り
得
子
の
地
位
の
安
定
に
配

慮
し
て
次
帝
を
選
定
し
た
こ
と
や
、
鳥
羽
院
自
身
の
崩
御
に
際
し
て
も
、
所
領
そ
の
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他
を
得
子
に
帰
せ
し
め
る
べ
く
遺
言
し
た
こ
と
等
が
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
得

子
の
往
生
を
以
て
近
衛
帝
紀
が
語
り
納
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

近
衛
帝
紀
は
、
そ
の
ほ
ぼ
全
文
を
通
じ
て
得
子
の
半
生
、
そ
れ
も
彼
女
が
夫
院
鳥

羽
の
寵
愛
に
よ
っ
て
母
后
女
院
と
な
っ
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
近
衛
天

皇
よ
り
も
得
子
と
鳥
羽
院
に
つ
い
て
語
る
こ
と
の
方
が
多
い
一
方
で
、
鳥
羽
帝
紀
に

は
得
子
寵
愛
は
語
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
配
置
が
意
味
す
る
こ
と
は
、
鳥
羽
院
に
よ

る
得
子
寵
愛
は
、
鳥
羽
院
で
は
な
く
近
衛
天
皇
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

二
―
（
三
）
、『
今
鏡
』
に
お
け
る
帝
王
の
寵
妃

得
子
同
様
に
、
桐
壺
更
衣
に
重
ね
ら
れ
る
こ
と
で
夫
帝
の
寵
妃
で
あ
っ
た
こ
と
を

印
象
づ
け
ら
れ
て
い
る
母
后
に
、
堀
河
帝
母
（
白
河
中
宮
）
賢
子
が
い
る
。
堀
河
帝

紀
二
章
の
う
ち
、
後
半
の
「
所
々
の
御
寺
」
章
は
、
母
后
賢
子
を
語
る
章
で
あ
る

賢
子
は
夫
帝
白
河
天
皇
の
在
位
中
に
薨
じ
て
お
り
、
そ
の
際
の
白
河
天
皇
の
嘆
き

の
甚
だ
し
さ
を
、『
源
氏
物
語
』「
桐
壺
」
巻
を
引
用
し
な
が
ら
語
る
の
が
「
所
々
の

御
寺
」
章
で
あ
る
。
章
名
「
所
々
の
御
寺
」
も
、
白
河
天
皇
に
よ
る
賢
子
追
善
の
た

め
の
造
寺
を
指
し
て
い
る
。
堀
河
帝
紀
で
あ
り
な
が
ら
、
堀
河
天
皇
で
は
な
く
母
后

賢
子
と
父
帝
白
河
天
皇
の
関
係
を
語
っ
て
い
る
点
や
、
白
河
帝
紀
に
お
け
る
賢
子
へ

の
言
及
は
一
文
の
簡
潔
な
記
述
の
み
で
あ
る
点
な
ど
、
先
に
見
た
近
衛
帝
紀
に
お
け

る
得
子
記
事
と
同
様
の
特
徴
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

近
衛
帝
代
が
鳥
羽
院
政
下
で
あ
り
、
近
衛
天
皇
が
鳥
羽
院
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
帝

で
あ
っ
た
の
同
じ
く
、
堀
河
帝
代
は
白
河
院
政
下
で
あ
り
、
堀
河
天
皇
は
白
河
院
に

よ
っ
て
選
ば
れ
た
帝
で
あ
っ
た
。
近
衛
帝
紀
に
、
母
后
得
子
へ
の
治
天
鳥
羽
院
の
寵

愛
が
語
ら
れ
、
堀
河
帝
紀
に
、
母
后
賢
子
へ
の
治
天
白
河
院
の
寵
愛
が
語
ら
れ
て
い

る
の
は
、
近
衛
天
皇
を
帝
た
ら
し
め
た
の
が
鳥
羽
院
の
意
思
で
あ
り
、
堀
河
天
皇
を

帝
た
ら
し
め
た
の
が
白
河
院
の
意
思
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
た
め
で
あ
ろ
う
。

「
帝
王
の
寵
愛
」
が
帝
意
を
意
味
す
る
と
い
う
叙
述
の
様
式
は
、
治
天
君
の
妻
后

以
外
の
立
場
で
あ
っ
た
后
妃
に
も
指
摘
で
き
る
。
待
賢
門
院
璋
子
は
、
所
生
崇
徳
天

皇
の
帝
紀
に
養
父
白
河
院
鍾
愛
の
養
女
で
あ
っ
た
と
語
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
崇

徳
帝
代
が
白
河
院
政
下
で
あ
り
、
崇
徳
天
皇
が
白
河
院
に
よ
っ
て
即
位
し
た
帝
だ
っ

た
か
ら
で
あ
る
。璋
子
に
は
い
ま
一
人
の
所
生
天
皇
で
あ
る
後
白
河
天
皇
が
あ
る
が
、

後
白
河
帝
紀
に
お
け
る
璋
子
へ
の
言
及
は
名
を
挙
げ
る
の
み
の
簡
略
な
も
の
で
あ

る
。
二
代
の
帝
母
と
な
っ
た
后
妃
を
帝
紀
に
語
る
際
に
は
、
後
代
の
方
の
帝
紀
末
尾

に
母
后
伝
が
置
か
れ
る
の
が
『
大
鏡
』
『
今
鏡
』
共
通
の
原
則
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
璋
子
伝
が
そ
の
原
則
に
反
し
て
先
代
の
崇
徳
帝
紀
に
語
ら
れ
て
い
る
の
は
、

崇
徳
天
皇
即
位
に
は
母
后
璋
子
を
通
じ
て
治
天
白
河
院
の
意
思
が
大
き
く
反
映
さ
れ

て
い
た
一
方
、
後
白
河
天
皇
の
即
位
に
は
白
河
院
の
意
思
は
関
わ
っ
て
い
な
い
か
ら

で
あ
る
。

三
、『
大
鏡
』
の
母
后

三
―
（
一
）、
中
后
安
子
の
重
要
性

母
后
を
語
る
こ
と
の
少
な
い
『
大
鏡
』
に
お
い
て
、
一
人
際
だ
っ
て
長
文
の
記
事

を
持
つ
皇
妃
が
、
「
中
后
」
安
子
で
あ
る
。
村
上
天
皇
の
中
宮
で
あ
り
、
冷
泉
・
円

融
天
皇
の
母
后
で
あ
っ
た
彼
女
は
、摂
関
家
の
権
勢
掌
握
に
極
め
て
大
き
く
貢
献
し
、

道
長
へ
と
続
く
九
条
流
の
摂
関
継
承
を
確
実
な
も
の
と
し
た
存
在
と
し
て
重
要
視
さ
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れ
て
い
る
。

『
大
鏡
』
に
お
け
る
安
子
の
重
要
性
が
、
摂
関
家
に
と
っ
て
の
重
要
性
で
あ
っ
た

こ
と
を
反
映
し
、
長
大
な
安
子
記
事
の
大
半
は
帝
紀
で
は
な
く
藤
氏
伝
で
語
ら
れ
て

い
る
。
彼
女
の
父
で
あ
る
九
条
殿
師
輔
の
伝
は
、
最
初
に
師
輔
の
経
歴
を
列
挙
し
た

後
に
は
「
第
一
の
御
女
、
…
…
」
（
一
四
八
）
と
話
題
を
安
子
に
移
し
て
、
彼
女
の

夫
帝
村
上
天
皇
へ
の
影
響
力
や
彼
女
の
人
柄
を
示
す
具
体
的
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
り
始

め
て
お
り
、
師
輔
伝
で
あ
り
な
が
ら
、
師
輔
よ
り
も
安
子
を
語
る
こ
と
に
多
く
の
紙

幅
を
費
や
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
安
子
が
后
と
し
て
理
想
的
な
人
物
で
あ
っ
た
こ
と

を
述
べ
た
後
を
、
次
に
引
く
一
文
で
締
め
く
く
っ
て
い
る
。

冷
泉
院
・
円
融
院
・
為
平
式
部
卿
宮
と
、
女
宮
四
人
と
の
御
母
后
に
て
、
ま
た

な
ら
び
な
く
お
は
し
ま
し
き
。
帝
・
春
宮
と
申
し
、
代
々
の
関
白
・
摂
政
と
申

す
も
、
多
く
は
、
た
だ
こ
の
九
条
殿
の
御
一
筋
な
り
。

（
一
五
三
）

師
輔
流
の
栄
華
は
安
子
あ
っ
て
こ
そ
の
も
の
で
あ
る
と
明
言
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。三

―
（
二
）、
安
子
に
関
す
る
叙
述

安
子
が
『
大
鏡
』
に
語
ら
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
以
下
に
挙
げ
る
も
の
で
あ
る
。

①
選
子
内
親
王
出
産
の
産
褥
に
薨
じ
た
際
の
、
夫
帝
村
上
帝
の
甚
だ
し
い
嘆
き
。（
円

融
帝
紀
後
半
）

②
村
上
天
皇
に
対
し
て
も
嫉
妬
を
あ
ら
わ
に
し
、
深
夜
に
渡
御
が
あ
っ
た
際
に
も
応

じ
な
か
っ
た
こ
と
。

③
村
上
天
皇
の
殊
寵
を
被
っ
た
小
一
条
女
御
芳
子
の
美
貌
を
見
て
嫉
妬
し
、
土
器
の

破
片
を
投
げ
つ
け
た
こ
と
。

④
安
子
が
芳
子
に
土
器
を
投
げ
つ
け
た
こ
と
に
怒
っ
た
村
上
天
皇
が
安
子
の
兄
弟
達

を
謹
慎
さ
せ
る
と
、
安
子
は
強
引
に
村
上
天
皇
を
呼
び
つ
け
、
兄
弟
達
の
謹
慎
を

説
か
せ
た
こ
と
。

⑤
安
子
は
本
来
の
性
質
が
寛
容
で
、
上
に
立
つ
者
と
し
て
の
人
徳
を
備
え
、
夫
帝
の

善
政
を
扶
け
た
の
で
、
夫
帝
は
彼
女
を
相
談
相
手
と
し
て
頼
り
に
し
て
お
り
、
彼

女
が
薨
じ
た
際
に
は
「
田
舎
世
界
ま
で
」
（
一
五
二
）
の
人
民
が
嘆
い
た
こ
と
。

①
の
み
が
帝
紀
に
語
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
以
外
の
②
～
⑤
は
す
べ
て
安
子
の
父
で

あ
る
九
条
殿
師
輔
の
伝
に
語
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
夫
帝
村
上
天
皇
と
の
関
係
、

と
く
に
夫
帝
へ
の
安
子
の
影
響
力
を
語
る
も
の
だ
が
、
そ
れ
ら
は
村
上
天
皇
で
は
な

く
九
条
殿
師
輔
、
あ
る
い
は
九
条
家
に
と
っ
て
の
重
要
な
意
味
を
有
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

『
大
鏡
』
に
語
ら
れ
た
安
子
と
夫
帝
村
上
天
皇
と
の
関
係
は
緊
密
で
、
し
か
も
そ

の
夫
婦
関
係
は
、
摂
関
家
の
栄
華
と
い
う
『
大
鏡
』
の
主
題
を
語
る
上
で
極
め
て
重

要
な
意
義
を
有
し
て
い
る
。
し
か
し
彼
女
は
「
と
き
め
」
い
た
、
つ
ま
り
夫
帝
か
ら

寵
愛
さ
れ
た
と
は
語
ら
れ
な
い
。
安
子
記
事
に
先
立
っ
て
述
べ
ら
れ
る
村
上
天
皇
後

宮
に
お
け
る
安
子
の
人
物
像
は
、
次
に
引
く
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

第
一
の
御
女
、
村
上
の
先
帝
の
御
時
の
女
御
、
多
く
の
女
御
・
御
息
所
の
な

か
に
、
す
ぐ
れ
て
め
で
た
く
お
は
し
ま
し
き
。
帝
も
、
こ
の
女
御
殿
に
は
い
み

じ
う
怖
ぢ
申
さ
せ
た
ま
ひ
、
あ
り
が
た
き
こ
と
を
も
、
奏
せ
さ
せ
た
ま
ふ
こ
と

を
ば
、
い
な
び
さ
せ
た
ま
ふ
べ
く
も
あ
ら
ざ
り
け
り
。
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（
一
四
八
）

「
す
ぐ
れ
て
め
で
た
く
」
、
ま
た
夫
帝
村
上
天
皇
が
「
よ
ろ
づ
の
政
を
ば
聞
こ
え

さ
せ
合
は
せ
て
せ
さ
せ
」（
一
五
二
）
た
后
で
あ
っ
た
安
子
へ
の
、
夫
帝
の
感
情
は
、

「
い
み
じ
く
怖
ぢ
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
『
今
鏡
』
の
重
要
な
后
達
が

治
天
君
か
ら
の
寵
愛
を
印
象
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
と
は
、
大
き
く
異
な
る
人
物
描

写
で
あ
る
。

三
―
（
三
）、
宣
耀
殿
女
御
芳
子

『
大
鏡
』
に
お
い
て
夫
帝
の
寵
妃
で
あ
っ
た
と
語
ら
れ
て
い
る
の
は
、
村
上
天
皇

の
宣
耀
殿
女
御
、
小
一
条
殿
師
尹
女
芳
子
で
あ
る
。

師
尹
伝
で
は
、「
（
村
上
天
皇
が
芳
子
を
）
い
と
か
し
こ
く
と
き
め
か
さ
せ
た
ま
ひ

て
」（
一
一
八
）
と
そ
の
殊
寵
を
述
べ
、
村
上
天
皇
と
芳
子
の
贈
答
歌
や
、『
古
今
和

歌
集
』
を
暗
誦
し
て
い
た
芳
子
を
村
上
天
皇
が
試
問
し
た
こ
と
、
村
上
天
皇
が
芳
子

に
対
し
て
直
々
に
筝
を
伝
授
し
た
こ
と
等
を
語
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
寵
愛
の
篤
さ

を
語
る
具
体
的
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
締
め
く
く
る
の
は
、
芳
子
が
決
し
て
安
子
に
は
及
ば

な
い
こ
と
を
示
す
村
上
天
皇
の
言
葉
で
あ
る
。

…
…
か
ぎ
り
な
く
と
き
め
き
た
ま
ふ
に
、
冷
泉
院
の
御
母
后
（
＝
安
子
）
う
せ

た
ま
ひ
て
こ
そ
、
な
か
な
か
こ
よ
な
く
お
ぼ
え
劣
り
た
ま
へ
り
と
は
聞
こ
え
た

ま
ひ
し
か
。（
村
上
天
皇
が
）「
故
宮
（
＝
安
子
）
の
、
い
み
じ
う
め
ざ
ま
し
く
、

や
す
か
ら
ぬ
も
の
に
思
し
た
り
し
か
ば
、
思
ひ
出
づ
る
に
、
い
と
ほ
し
く
、
悔

し
き
な
り
」
と
ぞ
仰
せ
ら
れ
け
る
。

（
一
一
九
）

『
大
鏡
』
は
、
「
か
ぎ
り
な
く
と
き
め
」
い
て
い
た
芳
子
へ
の
寵
愛
が
安
子
の
薨

後
に
は
却
っ
て
衰
え
た
と
述
べ
、
し
か
も
そ
の
理
由
が
「
安
子
が
気
の
毒
だ
か
ら
」

で
あ
る
と
村
上
帝
の
口
か
ら
語
ら
せ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
芳
子
を
甚
だ
し
く
寵
愛

し
た
村
上
天
皇
に
と
っ
て
す
ら
、
芳
子
よ
り
も
安
子
の
方
が
大
切
で
あ
っ
た
と
明
示

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
後
に
は
、
芳
子
所
生
の
皇
子
が
「
御
心
き
は
め
た
る
痴
れ
者
」
（
一
一
九
）

で
あ
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、
芳
子
の
兄
弟
の
失
態
や
小
一
条
流
の
凋
落
が
語
ら
れ

て
い
く
。
芳
子
が
ど
れ
ほ
ど
寵
愛
さ
れ
よ
う
と
も
、
彼
女
は
安
子
に
か
な
う
べ
く
も

な
い
し
、
芳
子
の
実
家
で
あ
る
小
一
条
家
も
栄
え
る
こ
と
は
な
い
。

四
、
お
わ
り
に

『
今
鏡
』
は
、
帝
位
に
影
響
を
与
え
た
重
要
な
后
達
を
夫
帝
の
寵
妃
と
し
て
描
写

し
た
が
、
そ
の
『
今
鏡
』
が
踏
襲
し
た
『
大
鏡
』
で
は
、
寧
ろ
重
要
な
后
妃
が
寵
妃

と
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
両
書
の
人
物
描
写
に
認
め
ら
れ
る
そ
の
よ
う

な
相
違
は
、
院
政
期
と
摂
関
期
の
違
い
を
的
確
に
反
映
し
て
い
る
。
『
今
鏡
』
に
特

徴
的
な
皇
妃
像
は
、
同
書
の
、
時
代
認
識
に
即
し
た
人
物
描
写
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

〈
注
〉

（
１
）
本
稿
に
お
け
る
『
大
鏡
』
引
用
は
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
大
鏡
』
（
橘
健
二
・
加
藤
静
子

校

注

一
九
九
六
年

小
学
館
）
に
よ
り
、
頁
数
を
付
す
。
な
お
、
私
に
傍
線
・
注
記
を
加
え
、
表
記
を

改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

（
２
）
本
稿
に
お
け
る
『
今
鏡
』
引
用
は
、
『
今
鏡
全
釈
』
上
下
（
海
野
泰
男

訳
注

一
九
八
二
年
三
月
・
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一
九
八
三
年
七
月

福
武
書
店
）
に
よ
り
、
巻
号
と
頁
数
を
付
す
。
な
お
、
私
に
傍
線
・
注
記
を
加
え
、

表
記
を
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

（
３
）
『
国
史
大
辞
典
』
（
一
九
七
九
年
～
一
九
九
三
年

吉
川
弘
文
館
）
及
び
『
平
安
時
代
史
事
典
』
（
一
九

九
四
年

古
代
学
協
会
・
古
代
学
研
究
所
）
に
よ
る
。

（
４
）『
古
代
政
治
史
に
お
け
る
天
皇
制
の
論
理
』〈
増
訂
版
〉（
二
〇
一
四
年
一
〇
月

吉
川
弘
文
館
）

（
５
）「
院
政
期
に
お
け
る
後
宮
の
変
化
と
そ
の
意
義
」（
『
日
本
史
研
究
』
四
〇
二

一
九
九
六
年
二
月
）

（
６
）
拙
稿
「
帝
紀
及
び
列
伝
に
見
る
『
今
鏡
』
の
時
代
区
分
意
識
」（
『
大
阪
夕
陽
丘
学
園
短
期
大
学
紀
要
』

六
一

二
〇
一
八
年
一
二
月
）
に
論
じ
た
。

（
７
）
加
納
重
文
氏
『
歴
史
物
語
の
思
想
』（
一
九
九
二
年
一
二
月

京
都
女
子
大
学
）
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【Abstract】 

 
Differences between depictions of the Empress 

 in the Imakagami and the Ōkagami 
 

OGASAWARA Aiko 
 
 
In the imperial genealogy of the Imakagami, many cases are narrated of 

empresses having prominent positions and influencing succession. Those 
empresses were considered as having been the favored mistresses of the 
former Emperor. Although the Imakagami explains the importance of their 
position in terms of the former Emperor’s favor, this portrayal cannot be 
found in the Ōkagami, a work that the Imakagami followed. This shows that 
it is a reflection of the cloistered government period described in the 
Imakagami. 
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